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建屋内の使用済み蛍光灯が約1,000本/月発生

１．使用済み蛍光灯破砕作業の経緯

1

建屋内蛍光灯

日本原燃㈱ 再処理工場の建屋内には約40,000台の
照明器具が設置されている

使用済み蛍光灯の発生本数



１．使用済み蛍光灯破砕作業の経緯

2

放射線管理区域内の使用済み蛍光灯は段ボールに梱包し保管

使用済み蛍光灯の保管方法

管長により閉蓋不可
管長によりボックスパレットの対角
線上に収納となり、大量のボックス
パレットが必要



１．使用済み蛍光灯破砕作業の経緯

3

放射線管理区域の保管スペースを圧迫

使用済み蛍光灯の保管方法



１．使用済み蛍光灯破砕作業の経緯

4

建屋外に搬出できないため、蛍光灯破砕・減容を検討

蛍光灯破砕ユニット導入を検討

廃棄物の分別

蛍光灯内部の水銀ガスの処理

蛍光灯の破砕粉の処理

放射性廃棄物でない廃棄物(NR)の条件を満たさない

検
討
事
項

使用済み蛍光灯破砕作業の検討経緯
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2.放射線管理区域で蛍光灯を減容する装置の開発

①蛍光灯破砕に使用する破砕機

②破砕粉および水銀ガスを除去する活性炭フィルタユニット

③ブロワー（局所排風機を流用することとした）

①②③をフレキダクトで接続し運用する計画

蛍光灯破砕ユニットの製作計画
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2.放射線管理区域で蛍光灯を減容する装置の開発

蛍光灯破砕ユニットの概要図



使用済み蛍光灯投入シャフトから蛍光灯およびガラス片が
飛散するおそれがあり、作業員がケガをする危険性大

7

課題①破砕機の投入シャフトが110W形(2,367mm)に非対応

エステック㈱ 可搬式ランプクラッシャー CFR型改造品

投入シャフト(700 mm)

2.放射線管理区域で蛍光灯を減容する装置の開発
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検討①110W形専用投入シャフトの製作

安全性を確保し110W形の破砕が可能

110W形用投入シャフト
(1,600 mm)

2.放射線管理区域で蛍光灯を減容する装置の開発
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課題②破砕時にガラス片と口金が混在

蛍光灯は両端の口金とガラスの蛍光管で構成

放射線管理区域内で廃棄物を保管管理する場合は、金
属とガラスくずに分別が必要

破砕された蛍光灯は、そのままドラム缶に落下するため、
ガラスくずと金属くずが混在

2.放射線管理区域で蛍光灯を減容する装置の開発
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検討② 分別網および電動ふるい機の製作

作業を中断せず分別が可能

口金

ガラスくず

2.放射線管理区域で蛍光灯を減容する装置の開発
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課題③蛍光灯内部の水銀ガス・破砕粉の処理

蛍光灯内部には微量の水銀ガスが封入

破砕時、水銀ガスが放出されるため、労働安全衛生法を遵守
【作業管理濃度基準（0.025 mg/㎥）未満】

水銀ガスを吸着させるための活性炭フィルタユニットの製作

2.放射線管理区域で蛍光灯を減容する装置の開発
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蛍光灯1本あたりに含まれる水銀ガスの含有量は6～10 mg/本

生産年やメーカによる個体差を考慮し、含有量8 mg/本（平均値）

活性炭フィルタで破砕粉および水銀ガスを吸着させる動力として必要な
スペックを有する局所排風機を接続

活性炭フィルタのガス除去効率は、水銀ガスと活性炭の接触時間による
ため、可搬型として許容できる活性炭フィルタのサイズで設計

活性炭層厚さ、ガス除去率等は次の設計諸元に示す通り

課題③蛍光灯内部の水銀ガス・破砕粉の処理

2.放射線管理区域で蛍光灯を減容する装置の開発
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検討③活性炭フィルタユニットの製作

設計諸元

通気断面積 0.28㎡

活性炭層厚 0.458 m

処理流量 4.2㎥/min

圧力損失 0.93 kPa

入口ガス濃度 2.0 mg/㎥

ガス除去率 98.75 %

作業管理濃度未満で作業可能

2.放射線管理区域で蛍光灯を減容する装置の開発
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蛍光灯破砕ユニット完成

蛍光灯破砕ユニット外観写真

2.放射線管理区域で蛍光灯を減容する装置の開発

局所排風機 活性炭フィルタユニット

破砕機
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使用済み蛍光灯の破砕・減容時作業

2.放射線管理区域で蛍光灯を減容する装置の開発

安全対策としてグリーンハウスを設置し、万全の飛散対策を実施
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3.蛍光灯破砕ユニット導入後の実績

蛍光灯破砕ユニット導入後の実績

2013年度 32,453本

2014年度 17,035本

2020年度 37,294本

2021年度 1,509本

2022年度 27,700本

合計 115,991本

ボックスパレットに保管廃棄し、廃棄物容量低減に貢献
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放射線管理区域での蛍光灯破砕作業

蛍光灯破砕ユニットでクリーンかつ安全に作業可能

他の施設で有効に活用可能

体積比1/7へ低減に成功

廃棄物の容量低減に貢献

保管スペースの確保

4.まとめ



技術と人を、つくる企業。

ご清聴ありがとうございました


